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1039 第 45回千葉医学会総会，シンポジウム「移植と免疫」 
透明となった。これは抗原抗体反応による炎症性変化と
思われるがむしろそれは軽く，主として栄養補給の不足
ではないかと思われた。 
30. 臓器移植の現状とその成績一腎移植を中心に-
岩崎洋治(千大第 2外科学教室)
血縁者から腎を移植したろ 3例中 2例は，移植後それぞ
れ I年9カ月， 1年8カ月になるが健在である。第 3例
目は移植後 9ヵ月に胃穿孔のため死亡した。死体腎移植
の3例中 2例は，移植後 2日， 67日自にそれぞれ心不全，
腎不全兼感染症のために死亡した。第 3例目は術前に組
織適合性試験によって適合良好と判定された死体より腎
を移植し，移植後は拒絶反応防止の目的で抗リンパ球グ
ロプリンを投与した。術後 100日目に肺結核を併発した
が次第に恢復し，移植 5カ月後の現在，生存中である。
これら腎移植の症例を中心に腎移植の問題点を解説する
とともに，組織適合性試験と抗リンパ球血清が死体腎移
植および他の臓器移植の成績向上のために重要な手段と
なることをのべた。
謬 原
31. 腰原病，とくに SLEの眼底所見について
石川清(千大眼科学教室)
本症は現在自己免疫疾患群のーっとして各方面から広
く研究されておるが，眼科領域からの報告は意外にすく
ない。
最近演者は本症の 19例を観察する機会を得， 多彩な
網膜病変を得たので，その概要について述べたい。
網膜病変は 4つの typeに分けられた。 
toxic retinopathy 1. 
2. optic atrophy 
3. vascu1itis 
4. renal retinopathy 
従来本症における網膜症は toxicretinopa thy とし
て一括されておるが，主病変を重視した病型分類も当
然考えらるべきであり，必要であると思う。また， 
toxicとなる言葉が適当ではないと思われるが， rena1 
vascu1arsystem の障害を伴なう病変を別に分けること
も病態像の把握に意義あることと考えた。
質問石川降 
  
Jレーチンな検査としての眼底所見のうち，血管像

質問若新政史
イムラン，プレドニン，抗リンパ球血清-のみで，拒絶
反応を押えられるか?
解答岩崎洋治
イムラン，プレドニン及び抗リンパ球血清によって拒
絶反応が抑えられるものではない。特に非血縁者を供腎
者として移植した場合の成績は悪く，このためにも組織
適合性試験が必要となってくる。適合良好な組合せで，
すぐれた免疫反応抑制剤の使用はトレランスの獲得を容
易にし，臓器移植の成績をさらに向上させることが期待
される。抗リンパ球血清はそのひとつの方法として開
発，改良している。
司会の依頼による追加岩崎洋治
臓器移植によって人工的に新しい病気(免疫病)を作
り出しているわけで，これらの病態と他の自己免疫疾
患，アレルギ、ー性疾患との病態との異同を将来お教え願
えばれ幸いである。また免疫抑制剤の使用によってこれ
また新らしい病気を誘発する可能性があり，これにも注
目したい。
病 
が非常にきれいに出されましたが， PN，Wegener's 
gram 1omatosis，Sjogren's syndromeなどに血管像は
どうでありましたか?
臨床的病態，組織学的所見，血清学的所見に Over 
Lappingを認めているこれら疾患が一連の病因による
ものと考えられているので，眼底血管像の類似性ないし
差異についてご教示願いたい。
解答石川清
抑せのように他の鹿原病の疾患にも，先程述べたよう
な，いわゆる toxicretinopathy の所見がみられます
し SLEに特異的なものとは考えておりません。
ただその病型分類として(眼底)区別した方がより分
り易いと思われる。
質問若新政史
眼底の血管の変化は SLEに特有か?
解答石川清 
SLEにおける眼底所見は特異的なものとは考えてい
ない。種々所見のあることを述べた。
